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▼正会員＝株式会社明電エンジニアリング
〒141－8607　東京都品川区大崎3－7－9
☎03－3490－7201
代表者＝取締役社長　請関　憲一

注力する分野

　桑原電工では、今後も、回転機の余寿命診断事業
をベースに、小水力発電機、交流電動機、直流電動
機の製作・修理・点検整備、高圧コイルの製作、誘
導加熱コイルや誘導炉の改造・修理、消音装置など
特殊電気機器の製作・修理に積極的に取り組んでい
く。
　直近の売上高は30億円。従業員数は185名。直近
の売上高に占める業種別構成比をみると、回転機を

多数使用する鉄鋼メーカーが40％を占め、次いで電
力会社20％、セメント・化学・紙といった素材関連
メーカー20％、発電機器関連メーカー５％、その他
15％の順。
　今後の事業展開について、野田社長は「回転機の
設計・製作・修理を通じて長年蓄積してきた技術力
を基に、発電機器の設計から製作・据付工事・試運
転までの発電システム全体をサポートする企業へと
成長したい。特に小水力発電の市場拡大が見込まれ
るフィリピン、カンボジア、バヌアツで事業を展開
したい」と抱負を述べた。
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◆８月18日：国土交通省「液化水素運搬船」実用化へ
向けた取組み
◆８月19日：保険外併用療養費制度における“先進医療”
推進の取組みと今後
◆８月21日：水素燃料電池船の実証実験の進捗状況、
実用化への課題等
◆８月27日：ジャパンマリンユナイテッド㈱のLNG船
事業の現状と今後の展開
◆９月１日：電気事業法改正法（第二弾）改正に伴う
事業影響への法対策実務
◆９月３日：前橋赤十字病院「新病院」の建設計画を
構想、その進捗と今後
◆９月３日：国土交通省『社会資本の基本方針（ビジョ
ン）』と、今後の取組みについて
◆９月16日：「大量水素利用社会」に向けた政策･技術
最新動向と残された課題
◆９月18日：第２弾電気事業法成立、第３弾改正に向
けた議論と対応策
◆９月19日：「がん医療日本一」を目指す大阪府立成人
病センター整備事業
◆９月24日：佐久総合病院「高度医療と健康福祉の拠
点を担う」病院再構築事業
◆９月24日：NEDOのスマートコミュニティ実証事業
の進捗、課題と今後の展開
◆９月25日：国土強靭化の推進と「国土強靭化基本法」
に基づく今後の展開
　問合せはJPI（日本計画研究所）☎03－5793－9761、
E-mail：yamakawa@jpi.co.jp

創業＝平成25年、資本金＝１億円、従業員数＝48名
事業概要＝電気設備、機械器具、装置の製造・販売、
電気配線工事他
▼賛助会員＝桑原電工株式会社
〒806－0001　福岡県北九州市八幡西区築地町10－20
☎093－621－6731
代表者＝代表取締役社長　野田　英治
創業＝昭和20年、資本金＝1,500万円、従業員数＝180名
事業概要＝電動機、発電機の製造・修理他
▼賛助会員＝シューワ株式会社
〒599－8242　大阪府堺市中区陶器北244－5
☎072－236－8846
代表者＝代表取締役　矢野　秀和
創業＝昭和63年、資本金＝2,040万円、従業員数＝500名
事業概要＝灯油販売、エアコン洗浄、水事業他

　2014年７月15日発行の７月別冊号
11ページ「25年度の常用防災兼用都
道府県別の設置状況」の表中、誤り

がありました。正しくは、「秋田県：前年度合計の台数
３台、容量1,110.0kW、対前年度増減率（％）の台数マ
イナス33.3%、容量マイナス27.9%」「合計：前年度合計
の台数28台、容量22,830.0kW、対前年度増減率（％）
の台数マイナス25.0%、容量マイナス26.4%」でした。
訂正します。
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